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街道 SOUND ―ほいほい、シャクシャク、りんりんりん
水 日

    江戸時代、街道にはどのようなSOUNDが響いていたのかを掘り下げる！
　 瞽女が奏でる三味線の SOUND とは？　三味線を徹底図解！
　 つい口づさみたくなる懐かしの民謡の数々も紹介！！

色々な音で満ちている私たちの世界。なかでも旅先で出会う音色は、新鮮さや癒し、

高揚感など、私たちの心を深く揺さぶります。

本展では歌川広重の絵画世界から、江戸時代の旅路を彩る音を掬いあげて紹介します。

街道を往く雲助や大名行列の掛け声、 馬鈴や僧が持つ錫杖の清らかな音、瞽女の爪弾く

物悲しい 三味線の音、土地特有の言葉や唄など、江戸時代にも旅路ならではの音が

響いていました。旅路に流れる音に耳を澄ます時、私たちは時空を超えた未知の体験

に導かれることでしょう。

旅を豊かに彩り、日本人の記憶の奥深くに刻まれる音集めの旅へ　　。

すく

くも  すけ ば   れい しゃくじょう ご       ぜ

寄れー、寄れー！ 大名行列のお通りだ！

東海道五十三次之内　大磯
行書東海道

江戸の旅路は楽しい音色であふれている♪

参勤交代などで街道を往く大名行列といえば、時代

劇で見かける掛け声が思い出されます。徳川御三

家や御三卿は「下に、下に」、その他の大名は「寄れ」

や「脇へ寄れ」などと発して往来の人に知らせました。

ご さんきょう

見どころ

本図は海を一望できる大磯宿周辺の街道を描く。遠方の山々は伊
豆半島であろう。毛鎗持を先頭に、大名行列の一部である弓組と
鉄砲組が歩いてゆく。全員、旅行用の打裂羽織を着用し、刀の柄袋
もお揃いである。江戸や国許、主要な宿駅では整然と隊列を組ん
だが、本図のように街道途中では間が空くこともあった。
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海上一里半（約6Km）の「今切の渡し」を越えると、新居の関所が旅人を待ち受ける。
本図は広重が風景、三代歌川豊国が人物を描いた合作。杖を頼りに歩く瞽女３人の表情は明
るい。瞽女は物乞いとは違い、関所の通過や宿の確保も容易で、娯楽に乏しい山村では大い
に歓迎された。

瞽女の弾き語りチントンシャン

シャクシャク

りんりんりん 馬鈴は旅路の音

雙筆五十三次  舞坂  今切海上風景

雨の日も風の日も山道を越えて各地を巡り、三味線を弾きながら
唄い歩く盲目の女旅芸人・瞽女。三味線を背負い、3人ないし数人
一組で家々を廻り、民謡や俗曲のほか、当時の流行唄を聞かせて人々を
楽しませました。生きるために唄う瞽女の声は、切ないほどに美しく響き
ます。

錫杖は清めの音色
しゃくじょう 

街道を往く修行僧が、右手に持つ錫杖。杖の頭部に金属
製の輪が付けられたこの仏具は、振れば「シャクシャク」
と響くその音色で獣や毒蛇を遠ざけるとともに、煩悩を
取り除き智慧を得られる「浄化の力」があるそうです。

ぼんのう

街道を行き来する旅人が乗る馬には、通行の安全や厄除けのために
「馬鈴 (馬の鈴 )」が付けられていました。馬の腰から尻に掛ける
紐 (尻繋 )に吊るされ、その数は一つから十数個まであり、形も様々
でした。馬が歩く度に「チャグ、チャグ」「りんりん」など旅情あ
ふれる音色でリズムを刻みました。
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蔦吉東海道
東海道 十三 五十三次之内 沼津

　　　　　　　　　　足がら山 不二のすそ

人物東海道

五十三次　府中

沼津宿を通る東海道は、黄瀬川が合流した狩野川に沿って宿場に至り、
次の宿場にある原方面へ駿河湾沿岸を抜けていく。
本図は、富士が大きく見えることから宿場の西側であろう。画面中央に
牓示杭と宿泊の大名を記した関札が見え、ここが宿場の出入口と分かる。
杭の近くには六部の姿があり、宿場の賑わいや駕籠舁の声とともに錫杖
の音色が響いているのだろう。

き          せ       がわ  か         の       がわ

　ぼう     じ   ぐい せきふだ

ろくぶ 　か      ご     かき

ば れい

は や り うた

府中宿の西には安倍川、その近くには幕府公認の遊廓・二丁町があった。
本図は宵時に賑わう遊廓の大門前で、提灯を持つ女性と馬上の遊客が言葉を交わしてい
る。廓は府中宿からやや距離があり、男たちは馬や駕籠で出かけたという。柳の葉音や男
女の囁き声、馬鈴の音、遊廓の奥から三味線の音まで聞こえてくるようである。
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【お問合先】052-300-8686　担当：鏡味・那須

● 開館時間 ｜ 9:00～16:00（入館は15:30まで）
● 休 館 日 ｜ 祝日(2/11・23、3/20、4/29、5/3-5)
● 入 館 料 ｜ 無料（団体見学の方は事前にご連絡ください）
〒460-8660  名古屋市中区錦3-21-24 三菱UFJ銀行名古屋ビル1階
052-300-8686          https://www.bk.mufg.jp

ご
案
内 

2024　5.15　　 ▶  8.10    　水 土

次 回 予 告

笑うことや悲しむこと、食べることに恋することー。人生はいろいろと忙しい。

なかでも自己の成長や生き方に直結する「仕事」は人生における一大テーマです。

街道の整備によって物流や旅の往来も活発化した江戸時代、そこで活躍したのは街道

筋に生きる仕事人たちでした。飛脚や川越人足、関所役人、按摩など、より良い暮ら

しのために互いを信じて助け合い、逞しく生きる姿には、現代人の疲れた心を解放で

きるヒントがいっぱいです。迸る生命力、弾ける玉汗！旅路の仕事人、今夏必見！

五十三次　大磯
人物東海道

お国訛りと土地の唄お国はどちらで？

ほい、ほい 雲助が往くぞ！

宿場間を往来する主な駕籠は、辻駕籠と呼ばれた簡素なつくり。
雲助 ( 駕籠舁 ) が「ほい、ほい」と掛け声を出して調子を合わ
せることから、「ほい駕籠」とも呼ばれました。また、箱根の山道
を往く雲助は「ヘッチョイ、ヘッチョイ」と掛け声を出したとか。

旅先では、様々な土地の話し言葉に触れる機会があります。
お国訛りの郷土色豊かで優しい響きは、旅の気分を盛り上
げてくれます。また、馬子唄や船頭唄、伊勢音頭などは、
その土地の暮らしや特色が反映されており、覚えた一節は
最高のお土産になりました。

ま ご うた

大礒は、相模湾を望める景勝地。
本図は海沿いの街道を進む駕籠舁と女性を描く。女性が乗る「山駕籠」は竹で編んだ円形
の底に網代の屋根が付いた簡易な造りで、主に山道の往来に使われた。駕籠舁たちは、
息杖(休憩時に荷物支えや、体のバランスをとるために使用）を片手に持ち、力を合わせて
いる。

竪絵東海道

五十三次名所図会 十六 蒲原 岩渕の岡より不二河眺望
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G00D JOB! 　旅路の仕事人

次回も

お楽しみに！

くもすけ ゆ

岩淵村は、吉原と蒲原の間に位置する間宿。
本図は岩淵村側から、富士川の舟渡しの様子と富士山を望む。この辺りは名物「栗の粉餅」を売
る茶店が立ち並び、活気があった。裏漉しした栗をまぶした餅で、英国の外交官アーネスト・サ
トウも食べたという。茶店や船頭たちから駿河の言葉が聞こえてくるようである。
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